
【 7 /26】オリジナルキャラクターを考える
【 7 /31】ネームを描く
【 8 /20】漫画原稿制作へ
【 8 /25】漫画原稿の仕上げ

参加者の
感想

参加者の
感想

●ペン入れやスクリーントーンの貼り付けなど今までしたことのない貴重な体験ができた。
●ちゃんとした漫画を描くのは初めてだったけれども、楽しく描くことができた。

●学校ではやらないいろんな難しい問題にチャレンジできて楽しかった。
●思考道場に参加して、一筆書きができるものとできないものがあることを初めて知って、
　とても印象に残った。

※参加者が描いた漫画は、１冊の本にまとめました。

　漫画作りを通して、自分のアイディアを絵と言葉で表現する手法を
学びました。
　みんなに読んでもらう作品として仕上げることを体験することで、
自分のイメージや思いを伝える絵や言葉の展開・表現の難しさと、１
つの作品が出来たときの達成感を味わいました。

講師：森　みちこ 先生（漫画家）

【 7 /28】 「すごろくドボンゲーム」「一刀切り」「タングラム」
【 8 / 5 】 「一筆書き」「ｄLますの不思議」
【 8 /12】 「くるりんぱ」「ドット絵」「ニシン（２進）暗号」
【 8 /26】 「仲間集め」「サッカーボールづくり」

　子どもたちの発想力や創造力・ユーモアのセンスなど多様な可能性を引き出すため、各分野で活躍されてい
る方を講師にお招きし、夏休み期間中に３つの道場を開催しました。

直感的なイメージ、柔軟な発想力、創造力を形にする表現力を育てる

「サッカーボールづくり」

　様々な課題に対し、操作活動や話し合い活動を通
して協力しながら、解決に向けて取り組みました。
　お互いに思考力や発想力を刺激し合い、“算数
の楽しさや奥深さ”を体感しました。

講師：川口先生、島先生、戸谷先生、西尾先生、
　　　窪田先生（県内小学校教員５名）　　

ゲーム感覚で数学的な考え方を磨き、柔らかい思考力・発想力を育てる

「すごろくドボンゲーム」

漫画原稿の制作

漫画の描き方について学ぶ

完成した漫画作品集

「ｄLますの不思議」
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ひとづくり財団からのお知らせひひひひひととととととととづづくくくくくりりり財財財 かかかかかかかかららららららのののおおお知知らららららららせせせせせせせせひとづくり財団からのお知らせ

　富山県教育記念館では大会議室１室（収容人数：60名程度）、
会議室３室（収容人数各20名程度）の計４室を貸出しています。
会議や講演会、試験会場等にご利用いただけます。

ご利用料金、空き状況などは、下記から
確認できます。
http://www.t-hito.or.jp/reserve/

ひひひひひひひひひひひひひひひひひとととととととととととととづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりり かかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららののののののお知らららららららららららららせせせせせせせせせせせづひとづくり財財団か団からのおのお知お知らせ

　富山県教育記念館では大会議室１室（収容人数：60名程度）、
会議室３室（収容人数各20名程度）の計４室を貸出しています。

富山富山富山富山富山富山富山県教県教県教県教県教県教県教育記育記育記育記育記育記育記念館念館念館念館念館念館念館の会の会の会の会の会の会の会議室議室議室議室議室議室議室ご利ご利ご利ご利ご利ご利利用案用案用案用案用案用案用案内内内内内内内富山県教育記念館の会議室ご利用案内

　富山県ひとづくり財団では、広く財団の目的に賛同される個人、法人の方々に賛助会員としてご協力いただきた
いと考えております。多くの皆様のご賛同をお願いいたします。

http://www.t-hito.or.jp/reserve/

　富山県ひとづくり財団では、広く財団の目的に賛同される個人、法人の方々に賛助会員としてご協力いただきた
いと考えております。多くの皆様のご賛同をお願いいたします。

賛 助賛 助賛 助賛 助賛 助賛 助賛 助 会 員会 員会 員会 員会 員会 員会 員 の 募の 募の 募の 募の 募の 募の 募 集集集集集集集賛 助 会 員 の 募 集

●年 会 費：法人会員　年一口　30,000円
　　　　　　個人会員　年一口　 3,000円

●特　　典：機関紙の定期配布（年1回）、イベント等の開催案内、
　　　　　　各種報告書等の配布

●申込方法：入会ご希望の方は、財団へご連絡ください。

ご利用のお問合せ・お申し込みは
当館１階受付 TEL：076-433-2770 まで
※受付時間　祝日を除く8時30分から17時まで

参加者の
感想 ●「あいうえお作文」でみんながつないで一つの文を作るのが楽しかった。

●お笑い大会では、小咄を披露するときすごく緊張したけど、みんなを笑わせることができて
　嬉しかった。

　本物の落語を味わい、扇子の使い方や落語を話すときの視線の配り
方、しぐさ等を学びました。また、実際に高座に上がって自己紹介し
たり落語のオチを練習したりしました。
　お笑い大会では会場に集まった家族の皆さんに、小咄や謎かけを披
露しました。

講師：安野家 仁楽斎 氏（社会人落語家、フリーアナウンサー）

お笑い大会　大喜利紅白戦先生から所作指導

お笑い大会　小咄披露

落語を学び、ユーモアセンスと表現力を育てる

こばなし なぞ

【 8 / 4 】落語を勉強しよう
【 8 /11】自分を表現しよう
【 8 /18】大きな声で会話しよう
【 8 /22】お笑い大会（発表会）
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